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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
カ
タ
ロ
グ
と
一
点
も
の
　
大
連

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
３
９
９
Ｚ

【
作
者
名
】

　
ｍ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｕ
ｒ
ａ

【
あ
ら
す
じ
】

　
彼
は
再
婚
だ
。

中
国
人
の
女
性
と
２
回
結
婚
し
た
。

カ
タ
ロ
グ
か
ら
結
婚
相
手
を
決
め
る
よ
う
な
婚
活
は
失
敗
の
元
だ
。

カ
タ
ロ
グ
と
一
点
も
の
で
は
質
が
違
う
。

１
０
月
２
０
日
　
投
稿
　
ノ
ベ
リ
ス
ト
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１
．
 

一
回
目

　
彼
は
、
再
婚
だ
。

　
今
年
春
、
彼
は
、
大
手
建
設
会
社
を
退
職
し
た
。

　
彼
は
、
８
年
前
、
妻
と
死
別
し
て
い
る
。

「
第
二
の
人
生
、
出
直
そ
う
」

「
だ
け
ど
、
独
り
で
は
寂
し
い
」

「
独
り
で
生
き
て
行
け
る
ほ
ど
、
自
分
は
、
強
く
な
い
」

「
贅
沢
は
言
わ
な
い
」

「
残
り
の
人
生
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
素
敵
な
ロ
マ
ン
ス
に
肖
り
た
い
な
」
と
、
彼
は

あ
や
か

思
っ
た
。

　
彼
に
と
っ
て
は
、
２
度
目
の
中
国
人
女
性
と
の
結
婚
で
あ
る
。

　
初
め
て
、
中
国
人
女
性
と
結
婚
し
た
時
は
、
相
手
を
東
京
の
結
婚
紹
介
所
を

通
じ
て
知
っ
た
。

　
ほ
ん
の
軽
い
旅
行
感
覚
で
、
彼
は
、
大
連
お
見
合
い
ツ
ア
ー
（
結
婚
紹
介
所

主
催
３
泊
４
日
）
に
参
加
し
た
。

　
彼
が
、
東
京
で
選
ん
だ
女
性
を
、
現
地
の
お
見
合
い
パ
ー
テ
イ
で
会
っ
て
確

認
す
る
。

　
気
に
入
る
と
、
そ
の
女
性
が
大
連
滞
在
中
、
ず
っ
と
、
彼
を
ア
テ
ン
ド
し
て

く
れ
た
。

　
彼
は
、

「
自
分
が
選
ん
だ
相
手
の
女
性
も
、
自
分
の
こ
と
を
心
底
気
に
入
っ
て
く
れ
て

い
た
」
と
感
じ
た
。

　
三
ヵ
月
後
、
彼
は
、
大
連
の
お
見
合
い
パ
ー
テ
イ
で
選
ん
だ
相
手
と
結
婚
し

た
。

「
錯
覚
を
し
て
い
た
」

　
結
婚
一
週
間
後
に
、
彼
は
気
が
付
く
。

「
自
分
が
選
ん
だ
相
手
は
、
日
本
人
と
結
婚
す
る
の
が
商
売
の
よ
う
で
あ
る
」
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「
日
本
に
住
む
た
め
に
、
日
本
人
男
性
と
結
婚
す
る
中
国
人
女
性
も
多
い
」

　
そ
う
考
え
る
と
、
彼
は
、
自
分
の
妻
の
顔
を
見
る
の
も
嫌
に
な
り
離
婚
し
た
。

　
彼
は
、
自
分
の
結
婚
に
対
す
る
考
え
方
の
甘
さ
と
愚
か
さ
を
痛
感
し
た
。

　
併
せ
て
、
中
国
人
女
性
の
強
な
一
面
も
知
る
。

し
た
た
か

い
ち
め
ん

　
日
本
人
と
中
国
人
が
結
婚
し
て
５
年
後
に
、
幸
せ
な
結
婚
生
活
を
継
続
し
て

い
る
夫
婦
の
確
率
は
、
約
３
％
だ
そ
う
だ
。

　
物
凄
い
、
低
打
率
で
あ
る
。

　
こ
の
数
字
は
、
中
国
人
女
性
と
結
婚
し
た
知
人
が
教
え
て
く
れ
た
数
字
だ
。

２
．
二
回
目

　
彼
は
、
ま
る
で
通
信
販
売
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
、
自
分
の
気
に
入
っ
た
商
品
を

選
ぶ
よ
う
な
感
覚
で
結
婚
相
手
を
決
め
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
。

「
今
度
は
、
失
敗
し
な
い
」
と
、
彼
は
思
っ
た
。

　
二
度
目
の
結
婚
は
、
恋
愛
結
婚
だ
っ
た
。

　
結
婚
の
相
手
は
、
大
連
の
友
人
の
紹
介
で
あ
る
。

　
前
回
の
失
敗
し
た
経
験
を
活
か
し
て
、
彼
は
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
じ
っ
く
り
と

相
手
を
観
察
し
て
か
ら
結
婚
を
決
め
よ
う
と
考
え
た
。

　
彼
の
相
手
は
、
大
連
の
日
系
企
業
の
経
理
課
に
勤
め
て
い
た
。
日
本
語
も
で

き
る
。

　
彼
女
は
、
再
婚
で
、
一
児
が
あ
る
。

　
子
供
は
、
別
れ
た
主
人
の
家
が
引
き
取
っ
て
育
て
て
い
る
。

　
別
れ
た
主
人
と
は
、
恋
愛
結
婚
だ
っ
た
。

　
今
、
彼
女
は
、
独
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。

　
経
理
業
務
に
関
し
て
は
優
秀
な
の
だ
が
、
彼
女
は
、
結
婚
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
。

　
別
れ
た
主
人
は
外
泊
も
多
く
、
お
金
に
困
る
と
、
彼
女
に
内
緒
で
、
家
に
有

る
金
目
の
物
を
手
当
た
り
次
第
に
持
ち
出
し
た
。

　
彼
女
は
、
結
婚
生
活
で
苦
労
し
た
。

　
一
度
目
の
結
婚
で
、
彼
女
が
苦
労
し
た
こ
と
が
、
今
の
彼
と
の
結
婚
生
活
を

ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
て
い
る
。
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彼
女
は
、
私
が
大
連
の
ホ
テ
ル
で
働
い
て
い
た
時
の
部
下
だ
っ
た
。

　
今
は
、
時
々
、
夫
婦
喧
嘩
も
す
る
が
、
彼
ら
の
夫
婦
生
活
は
順
調
ら
し
い
。

「
一
度
目
の
結
婚
は
、
カ
タ
ロ
グ
を
見
て
商
品
を
選
ぶ
よ
う
な
調
子
で
自
分
の

奥
さ
ん
を
決
め
た
の
が
間
違
い
だ
っ
た
」

「
カ
タ
ロ
グ
で
選
ぶ
の
と
、
一
点
物
を
選
ぶ
の
は
違
う
。
離
婚
率
の
高
い
婚
活

は
、
時
間
の
無
駄
だ
っ
た
」
と
、
彼
は
、
後
悔
し
て
い
る
。

　
ど
う
も
、
カ
タ
ロ
グ
と
一
点
物
で
は
質
が
違
う
よ
う
だ
。
了
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

カタログと一点もの　大連
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Ｐ
Ｄ
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